
経営比較分析表（令和6年度決算）
神奈川県横須賀市　市民病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

当然財務 病院事業 一般病院 300床以上～400床未満 非設置 339 - - ■

令和6年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

指定管理者(利用料金制) 29 対象 ド 透 I 訓 ガ 救 臨 災 地 輪 - - 339 【】

- 年度 - 年度 平成22 年度

- 228

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
経営強化に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性
機能分化・連携強化

地方独立行政法人化 指定管理者制度導入
（従来の再編・ネットワーク化を含む）

379,041 26,943 非該当 非該当 ７：１ 228

Ⅰ 地域において担っている役割
　地域医療支援病院、災害拠点病院の指定を受けるなど三浦半島
西側の拠点病院としての役割を担っています。

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R06 R02 R03 R04 R05 R06R05 R06 R02 R03 R04 R05

当該値 88.4 88.3 91.5 91.1 86.4当該値 107.7 114.3 111.4 100.3 91.1 当該値 44.9 40.8 39.4 40.3 40.4当該値 83.5 83.3 86.1 85.7 83.2

平均値 87.5 89.4 88.9 89.2 85.2平均値 103.9 106.6 103.5 96.8 92.8 平均値 68.4 68.2 68.4 70.9 70.0平均値 84.9 86.9 86.4 86.7 82.4

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　「①経常収支比率」は、新型コロナウイルス感染症にかかる補助金の終了、入院収益及び他会計負担金の減などにより
100％を下回り、類似病院の平均値も下回っています。
　「②医業収支比率」は、入院収益及び他会計負担金の減などにより減少しましたが、職員給与費の減に伴い類似病院の平
均値を上回りました。
　「③修正医業収支比率」は、医業収益に占める他会計負担金の割合が減少したため類似病院の平均値を上回りました。
　「④病床利用率」は未稼働病床が多いことになどにより類似病院の平均値を大きく下回っています。経営強化プランに基
づき、未稼働病床を返還するなどして、令和６年度中に許可病床数と稼働病床数の乖離を解消しました。
　「⑤入院患者１人１日当たり収益」は、平均在院日数が長いことなどにより、類似病院の平均値を下回っています。
　「⑥外来患者１人１日当たり収益」は立地による地域性の影響により、類似病院の平均値を下回っています。
　「⑦職員給与費対医業収益比率」は、医業収益が減少していることから上昇に転じ、類似病院の平均値を下回りました。
　「⑧材料費対医業収益比率」は、物価上昇などにより増加していますが、類似病院の平均値と同程度の水準となっていま
す。
　「⑨累積欠損金比率」は前年度までの繰越欠損金の影響により、類似病院の平均値を大きく上回っています。

2. 老朽化の状況について

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R05 R06 　「①有形固定資産減価償却率」は上昇傾向にあり、昭和59年３
月に竣工した本館等の減価償却が進んでいること、高額医療機器
の減価償却が終了したことなどにより、平均値を上回っていま
す。
　「②器械備品減価償却率」は類似病院の平均値を上回っている
ものの、器械備品の更新は計画的に行っているため、例年とほぼ
同水準で推移しています。
　「③１床当たり有形固定資産」は、病床数の見直しを行ったた
め増加しましたが、類似病院の平均値は下回っています。

R06 R02 R03 R04

22.7 23.6 23.6 25.3 26.157.1 当該値56,829 当該値

R04 R05R03 R04 R05 R06 R02 R03

平均値 63,766 66,386 69,418 70,803

61.5 60.4 56.1 54.813,978 13,984 15,218 15,573 15,936 当該値

18,423 19,190 19,216 20,167

当該値 60,438 63,214 63,251 59,244

25.9

2. 老朽化の状況

全体総括

　自治体病院として、救急医療や高度医療等の不採算部門の医療
も担う中で、指定管理者制度（利用料金制）を導入し、経営の健
全性の確保に努めてきました。
　市立病院を２病院開設し、同一指定管理者による運営を行って
いる強みを生かし、令和５年度に策定した経営強化プランに基づ
いた機能分化・連携強化等を進めていきます。

R02 R03 R04 R05 R06 R02

58.7 平均値 26.2 26.3 26.3 28.018,102 平均値 56.7 54.2 53.9 54.163,076 平均値

R05 R06

当該値 96.5 83.7 73.5 76.3 91.5 当該値 74.1

R04 R05 R06 R02 R03 R04R03 R04 R05 R06 R02 R03

33,983,846 34,316,189 34,755,494 48,709,631

平均値 40.8 40.4 33.8 29.9 56.5

82.9 82.9 84.7 85.5 当該値 33,634,25976.2 78.1 79.6 81.3 当該値 81.0

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

平均値 49,637,382 50,098,024 50,586,262 51,878,916 51,975,936平均値 69.8 69.7 68.8 68.6 71.9平均値 56.8 58.5 57.4 57.3 59.3
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